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はじめに

琉球大学教育学部附属中学校では平成22年

度より「実生活に活かす力をはぐくむ授業の創

造j のテーマのもと研究を行っている。研究総

論 1 においては研究内容として、①実生活に活

かす力の捉え方、②実生活に活かす力をはぐく

む授業、③はぐくみたい力の検証の3つの住を

示し、その3つについて各教科での研究・実践

を求めている。本論文は、平成24年度から全

面実施される新しい学習指導要領にも言及しな

がら、研究総論で示された3つの住について英

語科としてはどのように考えたらよいのか、さ

らに実践例を紹介するとともに、「実生活に活

かすカをはぐくむ授業Jという観点から実践例

を検討するものである。

I 英語科における「実生活に活かす力」

とは

研究総論においては、 (1)r実生活に活かす力J

と、 (2)r基礎・基本」の 2つを定義している。

「実生活に活かす力Jは次のように定義してい

*琉球大学教育学部

る。

生徒が各々の生活場面や社会生活において

遭遇するであろう諸課題に対して、各教科・

領域で学んだ知識や技能、思考力等を活か

して積極的に対応・解決していく力

この定義を英語科に当てはめて考えてみると、

「英語が必要な実生活の場面で、これまで学ん

だことを活かして課題解決ができる力Jと定義

することができる。換言すると、このことは、

英語科で言えば学習指導要領で示されているコ

ミュニケーション能力と捉えてもよい。学習指

導要領における英語科の目標は以下のとおりで

ある。

外国語を通じて、言語や文化に対する理解

を深め、積極的にコミュニケーションを図

ろうとする態度の育成を図り、聞くこと、

話すこと、読むこと、書くことなどのコミユ

ニケーション能力の基礎を養う

l ここでいう研究総論とは附属中学校第24回教育研究発表会(平成23年11月12日)で示された内容をさす。当
日配布の「指導案集Jの前半に掲載されている。ただし これは暫定的なものである。筆者も研究推進部のメ
ンバーとして総論の作成に関わった。

一-45一一



学習指導要領(外国語)現行版では「実践的

コミュニケーション能力の基礎を養うJ(下線

筆者)となっているが、改訂版では「実践的」

という言葉が削除されている。これは、コミュ

ニケーションはもともと実践的なものであるの

で、あえて「実践的」という言葉を使わずに、

平易にコミュニケーション能力の重要性を訴え

たものと解釈できる(新里;2008など)。

このように考えると、英語科において「実生

活に活かす力Jとは、英語学習そのものの目標

であり、英語科においては長年にわたり、実生

活に活かす力(=コミュニケーション能力)の

養成を模索してきたと言っても過言ではないこ

とが分かる。

研究総論では「基礎・基本」については、文

部科学省の提唱する「生きる力j をベースに

OECDのキーコンピテンシ一、人間戦略研究会

の「人間力」、社会人基礎力研究会の「社会人

基礎力」の視点を加えて以下のように定義して

いる。 2

表 1

知識、技能、思考力、判断力、

確かな学力
表現力、コミュニケーション

力、情報活用力、創造力、計

画力

自律心、思いやる心、協調性、

豊かな人間性 感動する心、リーダーシップ、

公共心、規範意識、忍耐力

健康・体力
健康、体力、ストレスコント

ロール力、自己管理能力

(*下線は文科省の「生きる力J)

無藤は「基礎・基本」とは学習指導要領の総

体であると述べ、研究総論で考える「基礎・基

本」は無藤の考えに類似していると述べてい

る九しかし、研究総論においては無藤の考え

と、どこが、どのように類似しているのかが述

2 r第24回教育研究発表会学習指導案集J(2011)， p.6 
3 無藤 in浅沼 (2∞18)，p.32 

べられていない。 4

「確かな学力」について、文部科学省は、

「学力Jの3つの要素を挙げており、それは①

基礎的な知識及び技能、②思考力、判断力、表

現力、③主体的に取り組む態度である。表1で

は③の「主体的に取り組む態度Jが抜けている。

また、「コミュニケーション力」と「表現力」

はどこがどう異なるのか。情報活用能力は、

「活用」という点から考えると「基礎・基本」

に含めるべきなのか。「創造力j は「思考力」

に含めることが可能か。「計画力」は「活用」

と併せて検討されるべきではないかなど、検討

の余地がある。

「豊かな人間性Jの内容についても、リーダー

シップ、公共心、規範意識、忍耐力などは文科

省の「生きる力」に含まれないのかどうか。ま

た、「健康・体力j のストレスコントロール力、

自己管理能力はどうかなど疑問も残る。仮に

「基礎・基本Jが学習指導要領の総体以上のも

のであるなら、教育課程の中で、それをどのよ

うに位置づけ実践するかについても検討しなけ

ればならない。

以上のことが明確にならない限り、英語科で

はどのように「基礎・基本」を捉えるべきかを

明確にすることは現段階では大変難しい。筆者

としては無藤の述べているように、「基礎・基

本」は学習指導要領の総体と捉え、「基礎・基

本」を実生活に活用することを考えることが、

即ち、「実生活に活かす授業の創造」に繋がっ

ていくと考える。したがって、暫定的ではある

が、英語科においても「基礎・基本』は学習指

導要領の総体(英語科の場合は「中学校学習指

導要領(英語)J) と考えて以下の議論を展開す

る。

E 実生活に活かす力をはぐくむ授業

研究総論においては「実生活に活かす力をは

ぐくむ授業」の内容として(1)r習得・活用・探

究型の学習との関係J、(2)r授業づくりの構想」

が述べられている。英語科においては研究総論

4 r第24回教育研究発表会学習指導案集J(2ゆ11)，p.6 
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を踏まえて「実生活に活かす力をはぐくむ授業」

をどのように捉えればよいのか、筆者の考えを

述べる。

1 習得・活用・探求型の学習との関係

研究総論は、実生活に活かすという場合の

「活用型」と文科省の定義する「活用型」の違

いについて言及している。少し長くなるが以下

に引用する。

前述した文科省の見解からすると、「習得」、

「活用」、「探求」の 3つの学習のタイプには、

一般的には習得から活用へ、活用から探求へと

いう「順序性Jがあると考えられる。しかし、

本研究では習得から活用へという順序性もある

が、むしろ「習得された基礎・基本がどのよう

な場面で、どのように活用され、目的とする力

(実生活に活かすカ)をはぐくむのか」という、

両者の『関係性』を重視している。また、基礎・

基本を活用する場面を設定することで、知識や

技能の活用の仕方を思考させ、判断させる活動

を通して、知識や技能、思考力等の質のレベル

アップを図れるのではないかと考える。それゆ

えに、本研究における活用型学習は、如何にし

て思考させるかが重要であり、思考する過程を

通して高次な知識、技能、思考力等の育成を図

る学習だと言える。そのため、基礎・基本を活

用する過程で思考させ、新しい発見や次なる疑

問が湧くような授業づくりが重要であると考え

る。<中略>本校では、実生活に活かす力をは

ぐくむ授業は「基礎・基本を実生活に活かす場

面を設定した活用型の学習を行うことによって、

実際に使える知識・技能、思考力などをはぐく

む。そして、次の段階ではこのような力が新た

な基礎・基本となって使われるJというイメー

ジで捉えている。このように、活用型の学習が

螺旋状に高まることによって、高次な知識や技

能、思考力などが獲得され、実生活に活かす力

になるのではないかと考える。

5 r第24回教育研究発表会学習指導案集J(2011). p.7 

研究総論は、「習得j、「活用」、「探求」の順

序性もあるが、むしろ「習得」と「活用」の両

者の「関係性Jが重要であると述べている。順

序性と関係性の説明が不足しているが、ここで

最も大切なことは、文科省の示す活用型が、ど

ちらかというと学習場面での活用であるのに対

し、研究総論の示す活用型は実生活の場面を強

調した点である。活用型学習の根拠となる文言

は、学習指導要領の「第1章総則Jr第4

指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項J

2にある。そこには「各教科の指導に当たって

は、児童の思考力、判断力、表現力などをはぐ

くむ観点から、基礎的・基本的な知識及び技能

の活用を図る学習活動を重視する」と述べられ

ている。つまり、「思考力、判断力、表現力J

を育てるために、「活用型学習」があるという

のである。そこでは、活用の場面は明示してい

ない。

これに対し、研究総論で述べている活用型は、

生徒の活動する全ての場面を含むものとし、実

社会や将来の生活までを包含するものと捉えて

いる九したがって、「基礎基本」を活用する場

面も、どちらかというと実生活を強く意識した

ものとなっており、教室においても、実生活の

場面を積極的に取り入れて、「思考力、判断力、

表現力Jを育てていこうというのである。そし

て、この活用型の授業は、「思考力、判断力、

表現力」を育てる手段でもあるが、結果として

実生活に活かす力に繋がるものになることを目

指している。この点が研究総論のユニークな点

である。

そこで、この考え方を英語科に当てはめて考

えてみる。英語科においては学習する単元の語

葉や文法が基礎的・基本的な知識・技能と考え

られる。しかし、当該の単元において語葉や文

法を理解しているからと言って、それが実際に

使えるようになる保証はない。それらの語黛や

文法を、他の文脈(場面)で使えるようになっ

て初めて、学習した語葉や文法は活用されたこ

とになり、実際に使えるようになるのである。

松本は「実は、活用型学習(活用カ)は、新し

6 向上. p.6 
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い教育的関心のように思われがちだが、英語教

育に携わっている教員にとっては従前よりあた

り前のことである。それは、言語本来の機能を

考えれば、語集や文法事項を理解しただけにと

どまっていてもあまり意味がないからであるf

と述べている。したがって、英語科における

『活用型学習』は、従前から行われている『コ

ミュニケーション活動』を充実させるものと考

えてよい。異なる点は、従前の考え方が「活用」

がコミュニケーションの目的であるのに対し、

研究総論が求めている「活用Jは「思考・判断・

表現Jの手段でもあることである。その点につ

いては後述する。

松本が述べている「活用型学習Jに、さらに

付け加えると、 これはRiversand Temperley 

(1978)が30年以上も前に提案した学習過程モ

デルと軌をーにするものである。 Rivers らは

Learning (基礎・基本を習得させる学習活動)、

Psudo-communication/Practice焼似コミュニケー

ション/練習)、 Real communication (現実場

面のコミュニケーション)の三段階の活動を考

えている。そして、いわゆる学習.練習の段階

であるskill-gettingとコミユニケ一シヨンの場

であるskill-usingとは "h加landin hand ( =支え

合つて8り)

る9~。今回の学習指導要領においては1活舌用する

ことによつて知識.技能の定着を図ることも意

図されている。また、研究総論では「活用型の

学習が螺旋状に高まることによって、高次な知

識や技能、思考力などが獲得され、実生活に活

かす力になるJlOと述べている。この2つの指

摘はRiverseのhandin handな活動と軌を一つ

にする考え方である。さらに、松本が指摘する

ように、活用型の英語教育は、「習得から活用

へJという一方的な流れではなく、「学習した

ら活用するJr活用しながら習得するJという

ような双方向的な流れでありへ研究総論でも

指摘しているように、学習した知識を実際に使

7 松本 in安彦 (2008)，p.81 
H Hand in handを筆者が訳した。
" Rivers and Temperley (1978)， p 4 
10 r第24回教育研究発表会学習指導案集J(2011)， p.7 
1 松本茂 in安彦 (2008)，p.81 

うことによって逆に学習して得た知識を定着さ

せることにもつながるものである。

ところで、「探究型Jについては、総論はそ

れほど言及していない。総論は、「習得」、「活

用」、「探究Jには f順序性Jがあること、また、

活用型の授業には一部探究型の学習も含まれて

いることを述べているのみであるJ2新学習指

導要領によると、「探究」は、子どもが各教科

などで習得した知識・技能を教科等の枠を超え

た横断的・総合的な課題の解決に役立てる取り

組みであり、主として「総合的な学習の時間」

における取り組みとして想定されている。

このことを英語科の学習に当てはめて考えて

みると、例えば、英語の授業の中で「外国の友

達に英語で手紙を書く」ということに取り組ん

だとしよう。実際に手紙を書いて送ったら相手

から返事が来た。その返事を読むと、自分の意

図していたことが上手く伝わっていないことが

分かつた。その場合、うまく伝わらなかったの

はなぜだろうと考えることが探究型の出発点に

なる。そしてよく考えてみると、どうも地理的

な違い、歴史的な違い、政治的な違い、あるい

は文化的な違いといったものが絡んでいるので

はないかということに気付く。そこで、教科横

断的に、手紙を送った相手の国のことを実際に

調べてみることになる。英語科においては、探

究型の学習をこのように考えるとよいのではな

いだろうか。もちろん研究総論が示しているよ

うに、この探究型の学習は必ずしも総合的な学

習の時間のみで行う必要はなく、一部、教科の

中に取り入れて実践することも可能である。

2 授業づくりの構想

研究総論は「実生活に生かす力をはぐくむに

は、生徒が自分の日常と関連づけられる課題や

将来の生活に役立つと実感させられるような現

実的な課題が有効だと考えられる。<中略>ま

た、実生活に生かす力をはぐくむためには、意

図的な問題解決の場面設定が必要であり、その

力は問題解決の過程を通してはぐくまれてい

， r第24回教育研究発表会学習指導案集J(2011)， p.7 
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くJ13 と述べている。前述したように、英語科

においては、学んだことを実際の場面で使って

いくことは、コミュニケーション能力を養成す

るためには重要なことである。また、問題解決

の場面を意図的に設定して言語活動を行う方法

はTask-BasedInstructionとして英語教育にお

いては確立した指導法になっている。したがっ

て、英語科においては従来の研究実践の積み上

げを踏まえながら、さらに現実的な場面や、教

室の中に現実的な場面を持ち込むことによって

実生活に生かす力をはぐくんでいくことが求め

られる。

研究総論は課題解決を通して思考力・判断力・

表現力を養成することも求めている。この点は、

従来の英語科にはあまり意識されなかったこと

である。今後は英語科においても、思考力・判

断力・表現力の養成につながる課題の設定が求

められている。

研究総論においては授業づくりの lつとして

「生徒に深く思考させるには、まず課題(教材)

に対して『自分はこう思う』といった問題解決

に至る自分なりの考えを整理させ、その上で他

者との交流を図り、思考の質を高める学習の工

く図1>

疑似コミュニケー

学習 1.1山/練習
(Learning) 園砂伽蜘 冒捗

Communi伺 .tion/

Practice) 

-単語を覚える。
-学習した単語や

-文法を理解す

得謹 文法事項を現実
母園る。

に近い場面で練
その他

習する。

知識や練習を積めば、いつか使えるようにな

るということはありえない。使えるようになる

阻「第24回教育研究発表会学習指導案集J(2011). p.8 
M 向上.p.8 

夫が必要になるJ14 と述べている。教科書を左

から右に訳すのみの授業では、生徒は深く思考

することもないし、自分の意見を持つこともな

い。教科書を使用して授業を展開する際には、

内容を確認するためのDisplayquestion (先生

が答えを分かつたうえで生徒にする質問)だけ

で終わるのではなく、 Referentialquestion (内

容と関連した質問で、生徒の考えを問う質問)

を増やして、生徒が教材に対してどう思ってい

るのかなどを尋ねたり、内容に関してグループ

で議論するなどを通して思考の質を高めていく

ことも必要となる。具体的な実践例については

後述する。

E 英語科における「実生活に活かす力

をはぐくむ授業Jの構想

前述したように、実生活に活かす力をはぐく

む授業は、Riverseand Temperley (1978)の考

えと軌をーにしている。その考えを基にして、

習得型、活用型、探究型学習、さらに思考・判

断・表現の場面を重ねると以下のような授業構

想図になる。

現実のコミュニ

ケーション 探究

(Real 圏捗 -他教科との連携

Communication) -総合学習

-なぜ上手くいか

-実際に使ってみ 噂翻 なかったか。もつ

る と上手くいく方

法はないか，等。

には、やはり同時に使ってみることが必要であ

る。一方、前述したように、図の矢印が双方向

になっているのは「学習し、練習し、その後使っ

てみるJという学習過程だけでなく、実際に使つ
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てみて、そこで必要になったものを後で練習し

たり、学んだりする過程を表している。「完壁

に学習し、完壁に棟習してから英語を使ってみ

よう」と思っていると、いつまでたってもその

瞬間は訪れない。図1は、Riversand Temperley 

の3つの段階(LeamingIPseudoCommunication/ 

Real communication) を下敷きにしながら、習

得型、活用型、探求型の学習過程を位置づけて

いる。探求型の学習を追加したところがRivers

and Temperleyの構想とは異なっている。英語

科の授業においては、図1で示すような考え方

学習

・フォニックス

.英会話カード

など

W 実践事例

練習

・英会話カード15

.スキット

など

ここでは、琉球大学教育学部附属中学校教員

が実践した事例を 2つ取り上げ検討する。

1 ホームステイ体験談を利用した教科書題材

の導入の工夫同

輿那嶺は教科書の題材である"Homestayin 

the United States"の題材に関連させて、実際

にホームステイ・プログラムに参加した生徒の

話、引率経験のある教師の話、そして海外から

のホームステイ・プログラム参加者を受け入れ

た経験のあるALTの話を聞くことにより、実生

15詳しい実践内容は大城 (1998)を参照。
，.向上

17 向上
18 向上

，.輿那嶺信雄の実践。「実践事例集第6集J琉球大学

教育学部附属中学校 (2011年10月)に所収。

を基本的な考え方として授業を構想したい。

また、研究総論では実生活は授業を含むもの

と考えている。つまり、授業の中も十分にReal

Communicationの場となりうる。英語の授業

においては、できるだけ英語を使い、生徒との

聞に(または生徒同士の聞に)豊かな本物のコ

ミュニケーションが常に行われることが実生活

に活かす力(=コミュニケーション能力)を養

成するためには重要である。

具体的な授業実践レベルの内容としては以下

のようなものが考えられる。

使ってみる

・絵/英作文活動16

-英語抜き書き英作文17

.英語紙芝居作り阻

• Show & Tell 

.スピーチ

・ロールプレイ

など

探究

・英字新聞作り

.英語HP作り

など

活に活かす力をはぐくむ授業への取り組みを紹

介している。指導計画は表2のようになってい

る。

1時間目の授業については指導案が載ってい

る。指導案によると、ホームステイ参加者の立

場、引率者の立場。TE)、受け入れ側の立場

(ALT)からホームステイの体験が語られてい

る。指導案では、参加者はホストファミリーと

の関わりやオーストラリアの生徒達との交流の

体験を発表している。また、引率者は学校では

学べない貴重な体験や英語が十分に通じないこ

とによるホームシックになった生徒達のこと、

また、生徒達の関係者に対するマナーの問題な

どを報告している。受け入れ側のALTは、ホス

トファミリーとして感じた生活上のマナーの違

いに対する驚き、言葉の壁で困ったことなどに

ついて話している。いずれもパワーポイントを

使うなどして、聞き手が興味をもち、また理解

しやすいような発表の工夫がなされている。
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<表2> 指導計画

1時間目:題材内容に関する導入(本時 *ティームティーチング)

-ホームステイの参加者の立場から (3年生の体験者)，引率者の立場から(JTE)，受け入れ側

の立場から (ALT)のそれぞれの体験談(オーストラリアでのホームステイ)を通して，ホー

ムステイについてのイメージをつかませ，興味を持たせる。

-聞き取り活動を通して，リスニングの力をつける。導入の工夫として写真やイラストを使つ

たり，クイズ形式での予備知識，グループでの話し合い活動等を取り入れることで，話の内

容をより深く理解させる。

2時間目:Starting Out 

-ホームステイのガイドブックから 参加する側として大切なことは何かを知る。

• have to/ don't have toを用いた文の形，用法を理解し，簡単な対話ができる。

3時間目:Dialog 

「ベッドメーキングJの話題を通して ホームステイでの様々な「常識j の違いを知る。

• willを用いた文の形，意味，用法を理解し それを用いて簡単な対話ができる。

4時間目:Reading for communication ① 

-苦情とそれに対する助言を読んで，誠意を込めて「素直かつ丁寧にJ自分の意志を伝えるこ

との大切さを知る。

5時間目:Reading for communication ② 

-苦情とそれに対する助言を読んで 「ホストファミリーの一員である」ということはどうい

うことかについて考える。

• must/mustn'tを使って日本にくる外国人への簡単な助言ができる。

6時間目:まとめ

-ホームステイに関する「常識」を通して，人と人とがよりよく付き合っていくために大切な

ことは何かをまとめて発表する。

-既習事項を使ってクラスの仲間とコミュニケーション活動ができる。

-小テスト

この実践は、まさしく実生活を授業の中に取

り込んだ実践である。しかも、この種の実践は、

参加者の一方的な話を聞くことで終わる場合が

多いが、この実践は参加者、引率者、そして受

け入れ側の意見も併せて聞くことによって様々

な観点からホームステイを考える工夫がなされ

ている。参加者の楽しい体験が語られると同時

に、引率者からはホームシックになり苦しい体

く下線は筆者による〉

験をした参加者のことも語られる。また、受け

入れ側からはマナーの違いに対する驚きなども

本音で語られる。

実体験を英語で聞くことは、図1の区分によ

れば活用 (Realcommunication) にあたる。授

業では3人の話を聞いて分かつたことや印象に

残ったことなどをメモするワークシートが準備

されているが、「メモ」という行為も実生活に
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は有用な技能である。また、話を聞いた後はグ

ループで話し合う時間が設けられている。活用

の場面を設定すると同時に、グループでの話し

合い(言語活動吋を通して「思考・判断j の

場面も設けられている。

2時間目にはホームステイの「ガイドブ、ツク」

が使われている。教科書とは別に実際の「ガイ

ドブ、ック」を利用することも実生活を授業に取

り込む方法としては適切である。

3時間目以降は、教科書の内容をメインにし

ながら「ベッドメーキング」の話題、「常識の

違い」、「苦情とそれに対する助言J、「ホストファ

ミリーの一員であることの意味」などが学ばれ

ていく。 1時間目に3人の体験を通じて感じた

ことや考えたことが教科書の展開に沿って深め

られていく授業構成になっている。

最後の6時間目は「人と人とがよりよく付き

合っていくために大切なことは何かをまとめて

発表するJ活動がある。英語科の授業は、今で

も教科書の内容を理解するだけにとどまる授業

が多いと思われるが、それでは研究総論が求め

る思考力・判断力・表現力をはぐくむことは不

可能である。英語を通して自ら思考する場面を

しっかりと指導計画に組み込むことが重要であ

る。そのことを通して、実生活に活かす力もは

ぐくまれていくだろう。示唆に富む実践である。

2 シアトルでの1日:身近な地域を紹介し、

英語でやりとりしよう 21

筆者は全10時間の単元指導の中で、第3時の

授業と最終回にあたる第10時の授業を参観し

た。手元にある指導案と授業資料22から本実践

の概要を示し、研究テーマである「実生活に活

かす力をはぐくむ授業」の観点から検討したい。

2U 英語科においては英語を使う言語活動と日本語を
使う言語活動があるが， この場合は日本語を使う
言語活動。

21 輿那嶺信雄(琉球大学教育学部附属中学校)の実

践

22 附属中学校研究発表会 (2011年11月12日)に配布
された資料。

(1)授業の概要

単元名は rProgram6 シアトルでの 1日

(Sunshin忽 EnglishCourse 1，開隆堂) ~身近

な地域を紹介し、英語でやりとりしよう ~J で

ある。実践者である輿那嶺は指導案において以

下のように自らの考えを述べている。

<教材観・指導観>

O本課の設定や対話を参考に、最終課題として

「身近な地域の紹介活動Jを行う。相手の話

す内容に興味を持って聞きながら、更にお互

いに質問やコメント(一言感想)をするなどし

て一方的な発表ではなく、会話をふくらませ

ていく活動に発展させていきたい。

Oストーリーの流れにあった海外旅行に関する

予備知識を与え、またシアトルの情報も加え

ながら生徒の興味関心を引き出していきたい。

Oここでは観光名所や土産物についての対話が

行われていることから、それぞれの場面に応

じた会話(質問の仕方やその受け答え方)を

意識的に取り上げる。それによって本課の最

後に予定している「身近な地域の紹介活動」

において、班の中での話し手と聞き手の双方

向のやり取りにつなげていきたい。

O各パートの学習においても新出単語表現、内

容理解に加えて、「地域紹介活動」での双方

向のやり取りに使える既習表現の学習やコミュ

ニケーション活動などを取り入れていく。

O日頃から行う帯活動として、会話をするにあ

たって聞き取ったことをメモする(書く)活

動、またそのメモから次の会話を考える活動

など、 4技能(聞く・話す・読む・書く)を

組み合わせてコミュニケーションを行わせた

い。

<本単元を通してはぐくみたい「実生活に活か

す力J> 
or身近な地域の紹介活動」を通して、本課の

シアトル観光の話と比べながら自分の暮らし

ている身近な地域の良さに目を向け、それを

既習表現や新出表現を使いながら分かりやす
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く人に伝えることができる。

or身近な地域の紹介活動」を通して、相手の

話の内容に興味を持って積極的にメモをとり、

質問・コメント(一言感想)をしたりしなが

ら会話をすることができる。

<表3> 単元の指導計画(全10時間)

時間 内

表3は単元指導計画である。実際には4ペー

ジにわたる詳細な指導計画を作成しているが、

ここでは紙面の都合上内容的に本論文と関連す

る事項のみを取り上げている。

容

l 
パスポート，地図，写真などを用いて英語でやりとりしながら海外旅行やシアトルに

関する予備知識を与え，生徒の興味関心を引き出す。

2 
[帯活動】ペアで30秒チャット活動をさせる。そしてその内容を記録させる。また，

会話を続けるために言いたかったけれど、言えなかった表現なども記録させる。

3 
【宇佐活動】前時に言えなかった表現等を確認して，チャット活動を行わせる。その後，

話した内容や更に言いたかったのに言えなかった表現などを記録させる。

4 く省略〉

5 
家族紹介活動を班で行う。各発表を聞きながらメモをとり，発表者以外はそれぞれコ

メントや英語による質問をする。

6~8 <省略〉

9 
「地域紹介活動」の進め方を確認する。また，積極的な発表や質問・コメントの仕方，

話し手や聞き手の態度などについても再確認する。(活動はグループ単位)

10 まとめ

(2) 授業の検討

1時間目には本課全体の進め方を提示すると

ともに、実際に教師が使用したパスポートや地

図、写真などを用いて海外旅行やシアトルに関

する予備知識を与え、生徒の興味関心を引き出

している。教科書の内容と関連させて実物を示

すことは、これから学ぶ内容が教科書の中だけ

の話ではなく、自分が実際に海外へ行くことを

イメージさせるものである。実生活の場面と関

連付けることによって生徒の興味関心も引き出

すことができる活動である。

チャット活動は帯活動としてほとんど毎回行っ

ている。この活動は自分の考えや経験を既習事

項を活用して自由に英語で話す体験をする活動

である。自分の言いたいことを自由に話す訳で

あるから、まさしく教室の中におけるReal

communication活動であり、別の言い方をすれ

ば「活用型」の授業場面である。英語科では

small talk (ちょっとしたおしゃべり)として

馴染みのある活動であるが、本実践で注目すべ

き点は、「会話を続けるために言いたかったけ

れど言えなかった表現を記録させるJ点である。

換言すると、これは「活用から習得へ」という

逆の流れの活動である。生徒は実際に活用する

ことによって、既習事項を十分に理解していな

いことや、新たな表現を学習する必要があるこ

とに気付く。輿那嶺は「習得から活用」そして

「活用から習得Jというこつの流れを意図的に

創りだしている。活用型学習を短い時間ではあっ
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ても毎回の帯活動として<習得→活用→習得→

活用・・・>というスパイラル型の活動と組み

合わせた実践は効果的であると思われる。

本実践は最終的には「地域紹介Jを英語で行

えることを狙っているが、授業者が「教材観・

指導観Jで述べているように、「地域紹介Jの

活動で使われそうな語葉や表現は教科書を進め

る中で意識的に取り上げている。また、第5時

においては『地域紹介」の前段階の活動として

「家族紹介」を組み込んでいる。「家族Jであれ、

「地域Jであれ、「紹介j という点では共通の視

点や言語機能の理解が必要である。いきなり

「地域」紹介という活動に入るのではなく、身

近な「家族紹介Jというステップを踏ませてい

ることも効果的である。前述したように松本は

「英語が使えるということは、別の文脈でも習っ

た表現を使うことができることであるf と述

べているが、この実践においては、まさに教科

書で使う語糞や表現を「家族紹介Jという別の

文脈で使い、最終的にはさらに「地域紹介Jと

いう別の文脈で使うことが意図されている実践

と言える。

また、筆者の参観した二つの授業は、ほぽ全

て英語で授業が進められていた。英語が教科書

の内容を問う質問や、授業を進めるための指示

などに止まることなく、 classroomdiscourse 

(機能的な目的をもっ英語)として使われてい

た。授業自体が実際に英語を使う場となってい

たのである。このことも「実生活に活かす力を

はぐくむ授業Jの観点からは高く評価できる点

である.

本実践は、これまで述べてきたように「活用

型Jの授業として優れている点が多い。しかし、

研究総論で述べているように「活用型j の授業

で求めているもう1つの重要な点は、活用型の

授業を通して「思考・判断・表現j の能力をは

ぐくむことである。この点は従来の英語教育で

はあまり意識されなかったということを前述し

たが、本実践でも「思考・判断・表現Jの能力

をはぐくむための教師の手立てが感じられない。

この点は今後の課題としたい。

国松本 in安彦(2008)p.81 

まとめと今後の課題

平成24年度から全面実施される学習指導要

領では、平成15年に示された「生きる力」の

理念を引き継ぎ、改正教育基本法で示された学

力の3つの要素(①基礎的な知識・技能、②思

考力・判断力・表現力、③主体的に学習に取り

組む態度)をはぐくむことが重要であることが

示されている。当然のことではあるが、今後は

「生きる力」と学力の3つの要素を抜きにして

教育活動を考えることは許されない。琉球大学

教育学部附属中学校では「実生活に活かす力を

はぐくむ授業の創造」をテーマに掲げ研究実践

に取り組んでいるが、研究内容としては「生き

る力j と「学力の3つの要素Jがそのまま入っ

ている。そして「生きる力」と「学力の3つの

要素」をはぐくむために、「実生活」という場

面を授業に取り込むことが効果的であると考え

ている。

本論文では、研究総論(全体研究)との整合

性を大切にしながら各論(英語科)での考え方

を示したものである。英語科においては従来か

ら活用型の観点から授業を行っているが、思考

力・判断力・表現力との関連においてはまだま

だ研究・実践が進んでいない。本論文において、

英語科におけるコミュニケーション能力と「活

用型」の関係を整理しながら、思考力・判断力・

表現力との関連について、実践例をもとに検討

した。

今後はテーマに掲げた力が付いたかどうかを

評価しなければならない。知識・技能のように

目に見える力は評価しやすいが、「思考力・判

断力」などのように、目に見えない力をどのよ

うに評価するかが今後の課題である。その点に

ついては今後さらに研究・実践を続けていきた

lt~。

付記:本論文は琉球大学教育学部附属中学校英

語科に受け入れられた考えではなく、あくまで

も筆者の私論であることを付け加えておく。
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